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〔益 子 町 教 育 委 員 会 活 動 状 況 評 価 報 告 書〕 

（注）評価様式（評定はＡ～Ｄで行い、Ｄは改善方策を示す。） 

 

〔 教育行政全般 〕 

項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１ 

教育行政基

本方針の策

定 

（１）新教育基本法を踏まえ

教育行政基本方針が策

定されている。 

 

Ａ  毎年２月、定例教育

委員会で「益子町教育

行政基本方針」を策定

している。 

Ｂ ▲年度毎に内容の見

直しがあるために

成果指標の設定が

困難ということで

あるが、長期的な

指標を設定し、取

り組みしやすい方

針の策定に努力さ

れたい。 

 

（２）教育行政基本方針を議

会に公表している。 

 

Ａ  毎年３月の町議会

全員協議会において

説明している。 

（３）毎年度教育基本方針の

内容を見直し、その成

果を評価している。 

 

Ｃ  毎年度改訂を行っ

ているが、成果指標の

設定がないため達成

度の判定が難しい。 

２ 

定例教育委

員会 

（１）定例教育委員会開催の

告知をしている。 

Ａ  町内３カ所の告示

板で告示を行うほか、

広報にて告知してい

る。 

 

Ａ  

（２）会議では適切な意見交

換が行われている。 

Ａ  委員長の進行によ

り各委員から積極的

に意見が出されてい

る。 

 

（３）定例教育委員会には全

員の教育委員が出席し

ている。 

Ａ  定例教育委員会時

に日程を調整し、全員

出席している。 

 

（４）会議録が整理されてい

る。 

Ａ  会議録を整備して

いる。 

 

３ 

教育委員会

の評価と結

果公表 

（１）教育委員会の活動につ

いて、評価を実施してい

る。 

Ａ  平成２０年度から

活動状況点検と評価

を実施している。 

 

Ａ  

（２）評価結果を公表してい

る。 

Ａ  毎年３月議会で報

告するほか、益子町

ＨＰ上において公表

している。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

４ 

教育委員が

出席する行

事 

（１）委員が出席する行事は

委員間で協議し、共通理

解をしている。 

 

Ａ  定例委員会におい

て、予定表に基づき行

事日程を協議・理解し

ている。 

 

Ａ  

（２）教育委員が出席する行

事は関係委員が出席して

いる。 

 

Ａ  積極的に出席して

いる。 

５ 

教育委員研

修 

（１）教育委員研修は、芳賀

管内連携して実施してい

る。 

Ａ  芳賀広域・教育事務

所等を中心に連携・実

施し参加している。 

 

Ｂ ▲今後とも、調整の

努力を継続された

い。 

（２）研修に教育委員が積極

的に参加している。 

Ｂ  研修内容等を事前

に検討し参加してい

る。 
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〔 学校教育 〕 

項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

６ 

小学校外国

語活動 

（１）年間計画・学習指導案

に基き、学級担任主導で

毎時間ALTとのチームテ

ィーチングで推進してい

る。 

Ａ  学習指導案に基づ

いて学級担任とALTが

事前に確認を行い、学

級担任が主導してチ

ームティーチングを

行うことができた。 

 

Ａ ○順調に進展してい

る。 

（２）年間指導計画、学習指

導案を作成し、授業訪問

を行い見直しを行って

いる。 

Ａ  学習指導案が適切

であるか否かを確か

めるため、学期毎に授

業訪問を行い、推進委

員会で検討して改善

を図った。 

 

７ 

魅力ある学

校づくり 

（１）小中学校が連携し、不

登校を未然に防ぐことを

ねらいとした取組を推進

している。 

Ａ  認め合いの場の設

定や感動体験の共有

により、帰属意識の高

い学級づくりに取り

組めたことで、「学校

が楽しい」、「みんな

で何かをするのは楽

しい」と回答する児童

生徒が多くなった。 

 

Ｂ ▲研究校は１校であ

ったが、取り組み

を町全体に広げて

いただきたい。 

（２）小中連絡協議会等に出

席し、取組状況を確認し

たり、国や県との連絡調

整を行っている。 

Ｂ  教職員の研修の推

進のための講演会実

施、小中連携のための

場の設定等、学校の要

望に対し適切な支援

を行うことが出来た。 

 

８ 

特別支援教

育 

（１）対象園児・児童生徒の

様子を観察し、保護者と

教育相談を行っている。 

Ｂ  対象となる子ども

の様子を観察し、教育

相談を行った。今後、

保健センターとの連

携強化を図る必要性

がある。 

 

Ｂ ○教育現場、保護者

それぞれの立場が

あり、調整が困難

である中、一定の

成果が出せたので

はないか。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

 （２）能力に見合った適切な

教育機関への就学指導を

行っている。 

Ｃ  対象となる子ども

の保護者に対し、就学

指導を行ったが、対象

児童全員に対し、客観

指標を示すために知

能発達検査の実施が

必要。 

 

  

（３）就学指導委員会を適宜

開催している。 

Ａ  予定どおり実施し

た。 

 

９ 

備品管理 

（１）学校備品台帳のデータ

ベース化を、推進してい

る。 

Ｄ  本年度、データベー

ス化の進展はない。今

後、各学校の事務担当

者とのヒアリングを

通してデータベース

の構築を図る。 

 

Ｃ ▲データベース化に

ついは教育委員会

に責任者を置き、

期限・目標を詳細

に設定して推進さ

れたい。 

（２）既存台帳の整理を随時

行っている。 

Ａ  既存台帳内容の確

認を学校毎に実施し、

事務局保管台帳の加

除を行っている。  

 

１０ 

生活適応指

導教室の運

営 

（１）学校生活適応指導教室

の運営が円滑に行われて

いる。 

Ａ  室長を中心に通級

児童生徒に対してき

め細やかな指導助言

を行いつつ、充実した

教室活動を行ってい

る。 

 

Ｂ ▲今後ともきめ細や

かな指導をいただ

き、在籍校への早

期復帰に向けた取

り組みを推進され

たい。 

（２）通級児童生徒が在籍校

へ復帰できるよう適切な

指導助言を行っている。 

Ｂ  学校、保護者との連

携を深め、児童生徒が

早期に在籍校に復帰

できるよう促してい

る。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１１ 

耐震補強事

業 

（１）学校現場へ工事内容の

説明を行っている。 

 

Ａ  工事の発注以前に

学校への説明を実施

した。 

 

Ａ ○町内小中学校の校

舎・体育館の耐震

化率が100%となっ

た。 

（２）事業に必要な財源の確

保がされている。 

Ａ  国の補助金を活用

している。 

 

（３）計画通りの工期に従い

実施されている。 

Ａ  計画どおり実施さ

れている。 

 

（４）工事に伴う児童・生徒

の安全確保がなされてい

る。 

Ａ  隔週開催されてい

る工事打合せの中で、

児童・生徒の安全確保

をするよう指示を行

っている。 

 

１２ 

七井中防災

機能強化事

業 

（１）学校現場へ工事内容の

説明を行っている。 

 

Ａ  工事の発注以前に

学校への説明を実施

した。 

 

Ａ  

（２）改築に必要な財源の確

保がされている。 

Ａ  国の補助金を活用

している。 

 

（３）計画通りの工期に従い

実施されている。 

Ａ  計画どおり実施さ

れている。 

 

（４）工事に伴う生徒の安全

確保がなされている。 

Ａ  隔週開催されてい

る工事打合せの中で、

生徒の安全確保をす

るよう指示を行って

いる。 

 

１３ 

学校施設管

理 

（１）学校の実態を十分に把

握し、適切に学校施設の

維持管理を行っている。 

Ｂ  学校の実態を把握

した上で、緊急性の高

いものから順次修繕

を行っている。 

 

Ｂ ▲学校施設の維持管

理については、学

校の要望に応えら

れるよう、充分に

検討し実施された

い。 （２）学校校舎・体育館の耐

震化を推進している。 

Ａ  本年度、町内全小中

学校の校舎、体育館の

耐震化が終了した。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１４ 

中学生海外

派遣 

（１）中学生海外派遣事業実

施委員会を開催し、派遣

先やカリキュラムの検討

を行っている。 

Ａ  実施委員会を開催

し、十分な検討を行い

ホームステイを１日

延長するなど、内容充

実を図った。 

 

Ａ ○昨年度の課題が改

善された。 

 

○素晴らしい体験が

出来る事業である

ので、今後さらに

推進されたい。 （２）派遣する中学生の事前

・事後指導が円滑に行わ

れている。 

 

Ａ  学校の協力を得て

十分な指導ができた。 

（３）派遣中の情報収集が適

切に行われている。 

Ａ  情報の集約先を事

務局に一本化すると

共に、毎日定時連絡を

受けられるようにし

た。 

 

１５ 

奨学資金貸

与 

（１）経済的に修学が困難か

つ、修学の意欲のある者

に奨学資金貸与制度の周

知を行っている。 

Ａ  町内中学校、郡内高

等学校に制度の周知

を行うと共に、広報を

利用し制度の周知を

行った。 

 

Ｂ ▲行方不明者の滞納

については、不納

欠損の手続きを取

るなどの対策が必

要ではないか。 

（２）奨学資金の未納者に対

する追跡調査を行い、奨

学資金の適正な管理を

行っている。 

Ｄ  催告書の郵送や電

話、戸別訪問を行って

いるが、連絡が取れな

い未納者がいるため、

継続して訪問を行う。 

 

１６ 

スクールバ

ス運行 

（１）スクールバスを円滑に

運行している。 

Ｂ  学校からの情報提

供を得て円滑に運行

できたが、通学時の運

行遅延が１件発生し

た。 

 スクールバス保護

者会に出席し、話合い

に参加するようにし

た。 

 

Ｂ ▲運行業者との連携

を密にし、遅延が

発生しないように

努力されたい。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１７ 

学校給食 

（１）委託業者との連携を密

にし、安全・安心な給食

の提供を行っている。 

Ａ  毎日委託業者と打

合せを行うことによ

り、スムーズな運営が

なされた。 

 

Ｂ ▲未納対策について

は、準要保護制度

の周知も含め解消

に努められたい。 

（２）地元食材を活用し、地

産地消に取り組み、安全

・安心な食材の調達を行

っている。 

Ａ  地元食材の使用に

努め、食材の放射性物

質検査を毎週行い、食

材の安全性を確認す

ると共に、町ホームペ

ージや給食だよりで

結果を公表している。 

 

（３）アレルギーに配慮した

給食の提供を、行ってい

る。 

Ｂ  施設の都合により

完全な対応は出来て

いないが、除去食の提

供を行った。 

 

（４）給食費の未納対策を行

っている。 

Ｂ  学校と協力して未

納解消に努めた。 
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〔 生涯学習 〕 

項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

１８ 

生涯学習並

びに社会教

育の充実 

（１）いきいき講座の利用促

進自主教室の充実を図っ

ている。 

Ａ  いきいき講座は町

民編75講座、行政編80

講座を開設。また自主

教室は51教室開催し

生涯学習の充実を図

っている。 

 

Ｂ ○順調に進展してい

る。 

（２）学校支援ボランティア

やコーディネーター交流

会等を通し学社連携・融

合事業の推進を図ってい

る。 

Ｂ  昨年まではボラン

ティアの交流会、コー

ディネーター交流会

を個別に開催してい

たが今年度よりボラ

ンテイア、コーディネ

ーター、学校が一同に

会し情報交換を行っ

た。 

 

（３）青少年教育並びに、成

人教育の推進を図ってい

る。 

Ｂ  健全育成大会、男女

共同参画の推進、女性

団体の支援を行って

いる。また、青少年か

ら高齢者まで各年代

ごとに講座開設を行

った。 

 

（４）地区ぐるみ活動等、地

域コミュニティ活動の充

実を図っている。 

Ｂ  地区ぐるみ体育祭

を開催、生涯学習推進

協議会と連携し地域

コミュニティの醸成

を図った。 

 

（５）町民と協働し花で包ま

れたまちづくりを行って

いる。 

Ａ  大規模花畑や花い

っぱいコンクール等

を開催している。花い

っぱいコンクールは

参加団体も増えてき

ている。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 評価 成果(〇)と課題(▲) 

 （６）図書の充実と図書ボラ

ンティアグループ支援を

行い図書活動の推進を図

っている。 

 

Ｃ  図書の充実を図る

とともに、ボランティ

アの方と協力連携し

利用しやすい図書室

づくりをしている。 

 

  

１９ 

文化関係事

業充実 

（１）文化遺産を活用した、

地域活性化事業を実施す

る。 

Ａ  文化財ガイド養成

講座の実施や、地域の

文化財を活用した「ま

しこ里山芸術祭」等を

実施し、文化財の普及

啓発につながる事業

を実施している。 

 

Ｂ ○文化事業には数値

だけでは評価でき

ない側面がある。

その中で、里山芸

術祭や音楽祭など

の満足度の高い事

業を実施した。 

（２）芸術・文化の振興を図

っている。 

Ｂ  文化協会等文化団

体の指導育成、少年少

女合唱団の育成、文化

祭、芸術祭の実施運営

を行った。音楽祭を子

供と大人の部に分け

２回開催し、大人の部

では、育成支援をして

いた『益子で第九を歌

おう会』の第九合唱の

発表が行われた。 

 

（３）文化財の保護に努めて

いる。 

Ｃ  文化財保存事業の

推進、文化財指定手続

きの継続、文化財保護

意識の啓発に努めて

いる。 

 

（４）町民会館の管理運営、

及び受付業務を図ってい

る。 

Ｂ  利用者の安全確保、

修繕工事の円滑な進

捗、施設、機材のメン

テナンスの徹底、利用

者への適切な説明と

適切な対応を図って

いる。 
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項 目 評価指標 
自己評価 外部評価 

評価 達成状況と改善策 
 

評価 

 

成果(〇)と課題(▲) 

２０ 

社会体育事

業充実 

（１）総合型地域スポーツク

ラブの育成支援を図って

いる。 

Ａ  クラブと連携を図

り、クラブのＰＲと事

業の適正な執行に努

めた。 

 

Ｂ ▲総合型地域スポー

ツクラブのＰＲ方

法には工夫が必要

ではないか。 

 

○クラブの登録者数

が目標を大幅に上

回っている。 

（２）少年スポーツ教室を開

催し、心身の向上を図っ

ている。 

Ａ  受講者から満足度

の高い評価を得てい

る。 

 

（３）体育施設の整備、適切

な管理運営を図ってい

る。 

Ｂ   総合型クラブ事業

の利用調整など、総合

体育場・南運動公園・

北公園等の体育施設

の適正な管理運営を

行った。 

 

（４）スポーツ団体の育成・

支援を図っている。 

Ｂ  グラウンドゴルフ

協会の設立の支援を

行い、体育協会への加

盟、第1回大会の開催

の支援も行った。 

 

 

※評価方法（評定） 

Ａ 目標を大きく上回り優れている。 

Ｂ 目標を上回り良好であるが改善の余地がある。 

Ｃ 目標上にあり満足であるが改善すべき点がある。 

Ｄ 目標を下回り改善を要する。
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◎評価のまとめ 

 （１）教育行政全般      （ 評価最頻値 ：Ａ ） 

 ア 特に良好であった内容 

  ①定例教育委員会の運営について 

  ②教育委員の行事への出席について    

 イ 特に改善を要する内容 

  ①教育行政基本方針の成果指標に

ついて 

  ②教育委員研修について   
 

改 善 策 

・方針に成果指標を盛り込めるよう、検討を進め

る。 

・事後研修などを通し、委員の共通理解を図る。 

 

 

 （２）学校教育           （ 評価最頻値 ：Ｂ ）      

  ア 特に良好であった内容 

  ①小学校外国語活動の運営について 

  ②小中学校の耐震補強工事について 

  ③中学生海外派遣事業について  

  イ 特に改善を要する内容 

  ①学校備品のデータベース化につ

いて 

  ②奨学資金の滞納処理について 

 

改 善 策 

・年次目標を定めて推進を図る。 

 

・納付いただけるよう、呼びかけを継続する。 

 

 

 （３）生涯学習           （ 評価最頻値 ：Ｂ ） 

  ア 特に良好であった内容 

  ①文化関連事業の開催について 

  ②総合型地域スポーツクラブの登録者数について 

  イ 特に改善を要する内容 

  ①総合型地域スポーツクラブのＰ

Ｒについて 

 

改 善 策 

・クラブと連携し、ＰＲ方法を工夫していく。 

 

 

 


